
別添１

１．先進的な事業を行うための基盤整備に関する目標

　建築より本年７月で満１６年を迎え、外壁等の痛みが近年目立っています。夏季の風雨による雨水の侵入や、冬季間には北海道特有の水分が侵入して凍結を繰り返す凍

　 害によって、外壁の痛みはここ数年進行しています。玄関周辺の外壁の痛みが激しく、その一部は建物周辺に落下しています。今後も外壁全体の劣化が進行するものと

考えられます。入居者の方々や働いてくださる従業員の健康維持のためにも早急な改修工事が望まれます。このため本計画による認知症グループホーム等防災改修支援事

業を活用し、安心安全な建物を維持して参りたいと考えています。

①既存小規模高齢者施設等のスプリンクラー整備等整備事業

②認知症グループホーム等防災改修等支援事業

③高齢者施設等の非常用自家発電設備整備事業

④高齢者施設等の給水設備整備事業

先 進 的 事 業 整 備 計 画 書

計画名称 ほのかの里外壁改修工事

都道府県名 北海道 市町村名 栗山町

交付(予定)額 備考スプリンク
ラー設備
（1㎡あた

り）

自動火災報知
設備等を設置
する場合

消防機関へ通
報する自動火
災通報設備を
整備する場合

消火ポンプ
ユニット等
を設置する

場合

(単位：千円）

スプリンクラー設備
等を設置する施設の

種類

施設の名称
及び

設置主体
開設年月日

定員数
（人）

補助対象
床面積
（㎡）

交付基準単価

国土強靭
化地域計
画への記

載

算定基準に
よる算定額

対象経費の
実支出

（予定）額

f=（a×
b)+c+d+e

g
h(fとgのいずれか

低い方)a b c d e

(単位：千円）

施設の種
類

施設の名称 設置主体
開設年月

日

建物の
竣工年月

日

協議対象となる部分
の改築・改修年月日
（該当ある場合のみ

記載）

事業内容
（どのような危険性を改善す

るためのどのような
事業内容か、具体的に明記）

国土強靭化
地域計画へ

の記載
総事業費

対象経費
の実支出
（予定）

額

交付基準
単価

交付(予定)
額

備考

ｃ(ａとｂの
いずれか低

い額)ａ ｂ

外壁の劣化による室内の温度
管理の困難と外壁材の飛散防

止を改善するため
無 3,355 3,355 7,730 3,355

認知症高
齢者グ
ループ
ホーム

ほのかの里
株式会社
クオス

平成16年7月13日 平成16年6月30日 無し

対象経費
の実支出
（予定）
額の1/2

交付基準
単価

交付(予定)
額

備考

ｃ(ａ、ｂの
いずれか低

い額)ａ ｂ

(単位：千円）

施設の種
類

施設の名称 設置主体
開設年月

日

建物の
竣工年月

日

協議対象となる部分
の改築・改修年月日
（該当ある場合のみ

記載）

事業内容
（どのような危険性を改善す

るためのどのような
事業内容か、具体的に明記）

国土強靭化
地域計画へ

の記載
総事業費

対象経費
の実支出
（予定）
額の1/2

交付基準
単価

交付(予定)
額

備考

ｃ(ａ、ｂの
いずれか低

い額)ａ ｂ

(単位：千円）

施設の種
類

施設の名称 設置主体
開設年月

日

建物の
竣工年月

日

協議対象となる部分
の改築・改修年月日
（該当ある場合のみ

記載）

事業内容
（どのような危険性を改善す

るためのどのような
事業内容か、具体的に明記）

国土強靭化
地域計画へ

の記載
総事業費



⑤高齢者施設等の防犯対策及び安全対策強化事業

⑥高齢者施設等における多床室の新型コロナウイルスの感染拡大防止のための個室化改修支援事業

交付(予定)
額 備考

ｃ(ａ、ｂの
いずれか低

い額)ａ ｂ

(単位：千円）

施設の種類
施設の名称

及び
設置主体

開設年月日
定員数
（人） 事業内容

（どのような危険性を改善するためのどの
ような事業内容か、具体的に明記）

国土強靭化
地域計画へ

の記載

総事業費

対象経費
の実支出
（予定）
額の1/2

交付基準
単価

(単位：千円）

施設の名称 設置主体
開設年月

日

建物の
竣工年月

日

協議対象となる部分
の改築・改修年月日
（該当ある場合のみ

記載）

備考

ｃ(ａとｂの
いずれか低

い額)ａ ｂ

事業内容
（どのような危険性を改善す

るためのどのような
事業内容か、具体的に明記）

国土強靭化
地域計画へ

の記載
総事業費

対象経費
の実支出
（予定）

額

交付基準
単価

交付(予定)
額施設の種

類


